
あなたとまちをつなぐ
ふるさと情報誌

6
June  2017 

vol.236

UCHIKO
広報うちこ

◉ＣＯＶＥＲ

田んぼって「気っ持ちいぃ～」

◉特集

国際交流協会の扉を開こう

泉谷の棚田で初めての田植え体験



ぼくの夢　わたしの夢

CONTENTS　目次 ＣＯＶＥＲ
―― 表紙の写真 ――

16 みんなのひろば
リレーエッセイ／はじめてのバースデー／人☆キラリ／ＨＥＬＬＯ！！！　他

30 健康カレンダー／お元気ですか／人のうごき／相談／当番医

32 住人十色

20 図書館へ行こう

14 現場百景フォトリポート②内子町森林組合

12 うちこ往来 小田川コットントン／いかざき大凧合戦／鮎の放流　他

22 町からのお知らせ えひめ国体観覧者募集／景観まちづくりフォーラム　他

27 くらしの情報 狩猟免許取得の助成費／元気わくわく川まつり　他

2 ぼくの夢 わたしの夢／目次

ゆうてぃあ　Vol.19421

広報うちこ2017年6月号UCHIKO  vol.236

3 特集　国際交流協会の扉を開こう　

まちのニュース　狂言ワークショップ／内子バイオマス発電　他10

◉恒例となった天神小学校の
田植え体験が5月19日、泉谷
の棚田で行われました。
　写真は４年生の沖野陽

は る な

菜さ
んと祖母井優

ゆ い

衣さん。二人とも
田植えは初めてですが、泉谷地
区棚田を守る会の上岡満

みつ え

榮会
長に教えてもらったとおり、上
手に苗を植えています。「水と
土が気持ちいい」「涼しくて空
気がおいしい」と棚田の春を楽
しんでいました。

堀川　奏
かなで

さん　大瀬小学校６年（和田）

お母さんのように、
障がいのある人の支えになりたい

　私は剣道を頑張っています。昨年の「子どもの日少年剣道大
会」では、個人戦と団体戦で優勝し、今年も団体戦で準優勝す
ることができました。互いに高め合う友だちがチームにいるの
で、負けたくない気持ちで週３回の練習に励んでいます。
　夢は、障がいのある人の生活をサポートする仕事です。障が
い者施設で働いているお母さんに憧れています。10歳の時、２
分の１成人式で初めて夢を伝えたとき、お母さんが「大変なこ
ともあるけれど、人に対して優しくなれる。やりがいのある仕
事」と言ってくれました。中学生になると職場体験があります。
どのような仕事なのか、実際に経験したいと思っています。こ
れからも、好きな家庭科を頑張り、家では料理や洗濯、掃除な
ど家事の手伝いをして、将来はお母さんのように、障がいのあ
る人たちの生活をサポートする仕事がしたいです。
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　内子町は５月８日、ドイツ・ローテンブルク市との交流活動の成果が認められ、
自治体国際交流表彰（総務大臣賞）を受賞しました。小さなまちが地道に相互交流
を重ねて取り組みを広げていることや、住民が主体となった交流が高く評価されて
います。今回の特集では、その交流の窓口となる「内子町国際交流協会」に注目して、
ローテンブルク市をはじめとした、世界の人々と交流する魅力や
意義、活動に関わる人たちの思いをお伝えします――。

国際交流協会の扉を開こう

祝！ 内子町・ローテンブルク市の姉妹都市交流が総務大臣表彰

――記念特集――



■
９
人
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
際
交
流
協
会
の
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
５
年
―
―
。

「
地
方
の
国
際
化
と
は
何
か
」
を
テ
ー

マ
に
し
た「
内
子
町
国
際
交
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
’93
」が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

若
者
有
志
６
人
と
行
政
職
員
３
人

が
、
内
子
町
に
国
際
交
流
活
動
の
母
体

と
な
る
協
会
を
作
ろ
う
と
立
ち
上
が

り
ま
す
。
当
時
20
代
だ
っ
た
私
は
、
内

子
町
に
U
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
き
た
ば

か
り
。
海
外
勤
務
の
経
験
が
あ
っ
た
の

で「
町
の
た
め
に
な
に
か
し
た
い
」
と

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

週
１
回
、
毎
回
４
時
間
以
上
も
話
し
合

い
、
協
会
の
設
立
目
的
や
財
源
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
か
な
り
綿
密
に
協
議
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

■
１
億
円
分
の
住
民
の
思
い

　

多
く
の
人
に
参
画
し
て
ほ
し
い
と
考

え
、
１
口
を
個
人
３
０
０
０
円
、
法
人

１
万
円
と
し
て
、
広
く
寄
付
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
目
標
額
は
１
億
円
―
―
。

大
変
で
し
た
が
、「
子
ど
も
た
ち
や
町

の
未
来
の
た
め
に
」と
い
う
思
い
が
伝

わ
り
、
か
な
り
の
口
数
が
集
ま
り
ま

す
。
商
工
会
や
地
元
建
設
会
社
の
手
厚

い
支
援
や
協
力
も
あ
り
、
目
標
額
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
年
玉

を
手
に
し
て
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

も
い
て
、
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
今
で
も

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

■
世
界
と
つ
な
が
る
扉
の
誕
生

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
組
織
し

た「
50
人
委
員
会
」
な
ど
の
熱
心
な
協

力
に
よ
り
、
平
成
６
年
に「
内
子
町
国

◦
内
子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'86
を
開
催

　（
シ
ュ
ー
バ
ル
ト
市
長
を
招
へ
い
）

◦
町
長
・
町
民
有
志
が
ロ
市
を
訪
問

◦
ハ
ッ
ハ
テ
ル
市
長
が
来
町

◦
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'93
を
開
催

◦
町
長
、
町
議
会
議
員
友
好
公
式
訪
問

◦
内
子
町
国
際
交
流
協
会
設
立

◦
町
職
員
１
人
を
市
庁
に
派
遣
、
青
年
１

　
人
を
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
の
技
術

　
研
修
に
派
遣

◦
町
民
有
志
使
節
団
が
ロ
市
を
訪
問

◦
第
１
回
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

　（
以
降
、
毎
年
実
施
）

◦
ロ
市
訪
問
団
が
内
子
町
を
訪
問

内子町国際交流協会
専務理事・プランナー

横田　光
み つ と し

敏さん

町
民
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
て
生
ま
れ
た

「
内
子
町
国
際
交
流
協
会
」。
設
立
当
時
の

話
を
横
田
光
敏
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

住
民
の
熱
意
が
生
ん
だ
、

世
界
へ
の
扉
―
―

616263５６７９
　　成　平 和　昭

内子町国際交流協会や教育委員会が窓口
になり、毎年のように互いの市町を行き
来して交流を深めています。その歴史の
概要を年表でまとめました。

――ロ市＆内子町――
姉妹都市の交流年表

１２

２
１

姉妹都市盟約に調印するハルトル市長と稲本隆壽町長
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　内子町が総務大臣表彰を受けたという
知らせが届きました。内子町の皆さんと
稲本隆

たかとし

壽町長に、心からお祝いを申し上
げたいと思います。受賞は内子町とロー
テンブルク市との姉妹都市交流への熱
意、長年にわたる青少年海外派遣事業の
取り組みが、日本政府に高く評価された
証拠です。おめでとうございます。
　今回の受賞は当然だと思います。「若
者は異文化に触れ合って、理解し合っ
て、それによって自分の思考を広げるべ
き」という稲本町長の思いが、会えば会
うほど分かるからです。その考えは現代
のネット社会で、人格形成や青少年自身
が未来の目標を見つけるための重要な基
礎になると思います。
　これからも両市町の若者たちの交流や
内子手しごとの会との友情を深めなが
ら、内子町とローテンブルク市の親睦関
係がさらに強くなることをとても楽しみ
にしています。
　10月にはローテンブルク市の訪問団
が内子町を訪れます。今回は全員を派遣
できないほど希望者が多く、来年の内子
町訪問を企画し始めました。それは市民
の内子町や日本の文化への興味や、内子
町との姉妹都市関係を大切にする思いの
表れだと思います。
　今回の受賞を私たちも一緒に喜んでい
ます。内子町の皆さんと稲本町長のご健
康とご多幸をお祈りしています。

際
交
流
協
会
」
を
設
立
。
翌
年
か
ら
年

１
回
の
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
を
柱

に
、
外
国
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
や
国
際
理
解
講
座
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、「Face to Face

」を

合
言
葉
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
国
際
交
流
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

■
総
務
大
臣
表
彰
を
弾
み
に

　

内
子
町
と
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
の
姉

妹
都
市
交
流
活
動
が
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
こ
と
は
、
協
会
に
と
っ
て
も

大
変
う
れ
し
く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
私
た
ち
が
目
指
す
協
会
の
姿
に

は
、
ま
だ
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
―
―
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
な

が
ら
、
私
た
ち
の
国
際
交
流
へ
の
思
い

を
形
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

～市長からのお祝いメッセージ～

◦
内
子
町
と
ロ
市
が
友
好
都
市
盟
約
締
結

◦
ロ
市
青
少
年
一
行
が
内
子
町
を
訪
問

　（
16
年
ま
で
毎
年
実
施
）

◦
内
子
町
国
際
交
流
協
会
設
立
10
周
年
記

　
念
事
業
「
内
子
フ
ェ
ア
」（
〜
17
年
）

◦
ハ
ル
ト
ル
市
長
初
来
町

◦
内
子
町
と
ロ
市
が
姉
妹
都
市
盟
約
を
締

　
結
。
両
市
町
で
記
念
事
業
を
実
施

◦
内
子
手
し
ご
と
の
会
が
ロ
市
を
訪
問

◦
内
子
町
国
際
交
流
協
会
設
立
20
周
年
記

　
念
事
業
を
実
施

◦
ロ
市
第
２
市
長
・
第
３
市
長
が
来
町

◦
姉
妹
都
市
5
周
年
を
記
念
し
、
両
市
町

　
訪
問
団
が
相
互
訪
問

総
務
大
臣
表
彰
の
知
ら
せ
に
喜
ぶ
国
際
交

流
協
会
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
職
員
の
皆
さ
ん

131416192325262728 616263５６７９
　　成　平

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・ハル
ト
ル
市
長

受賞は両市町の熱意のたまもの

３

３

４

４
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　マルクト広場周辺が印象的でした。
特に市庁舎にある展望台の眺めが最高
です。赤い屋根も、壁の色もきれいで、おしゃ
れな建物が多いのがよく分かりました。
　ローテンブルク市の人は優しくて気さくで、
話しやすかったです。ホストファミリーとドイツ
料理を作ったことが、いい思い出になりました。

　ローテンブルク市の正式名称は、ローテンブル
ク・オプ・デア・タウバー。「タウバー川を望む
丘の上の赤い城」という意味だそうです。面
積は41.75㎢、人口約1万1000人で、市壁に囲
まれた旧市街地には約2,500人が住んでいま
す。赤い屋根や石畳など、中世の面影を残す
町並みは「中世の宝石」と呼ばれ、世界中か
ら大勢の観光客が訪れています。
　ローテンブルク市の起源は12世紀まで遡
ることができ、現存する「レーダー門」や「マ
ルクス塔」はその頃に建てられたものです。
町並保存の市民運動の歴史も古く、100年以
上も前から始まります。大戦の敗北直前の空
爆で、当時保存されていた歴史的建造物の約
４割を失ったときも、市民は再生の道を選び
ました。戦後の食糧難にもかかわらず、町並
再建に精魂を傾ける姿に、全世界から寄付が
集まり、今も修復が進められています。
　市民の皆さんは古来よりシュピタール門に
刻み込まれた「歩み入る者にやすらぎを、去
りゆく人に幸せを」を胸に、人々の平和な未
来を願いながら、伝統的な町並みで世界中の
人を温かく迎え入れています。

ローテンブルク市の魅力
海外派遣団の子どもたちは、どんなところ
を見て、どんなことを感じているのでしょ
うか？  28年にローテンブルク市を訪れた生
徒たちに、その魅力を伝えてもらいます。

【マルクト広場と市庁舎】
神山　凌

りょうせい

聖さん（内子中３年）

＼高さ52メートル／

第22回青少年海外派遣事業の派遣団の皆さん

世界の人々を魅了するローテンブルク市

第22回青少年海外派遣団に聞きました
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　クッキー作りを体験したパン屋さんがかわ
いくて好きです。見たことのないパンがたく
さんあり、食文化の違いを感じました。
　中世の面影を残した町並みを、肌で感じる
ことができて良かったです。住む人は規制や
制約があって大変だと思うけれど、古き良き
町並みを残そうという思いに感動しました。

【シュトリッフラ・パン屋】
上岡　由

ゆ き

季さん（五十崎中２年）

　旧市街地を囲む市壁がすごかったです。市
壁の上部には巡視路があって、壁の穴から見
える景色がすごくきれいでした。門や塔もた
くさんあって、観光スポットになっていまし
た。市壁やブルク公園で「内子町」の名前を
見つけたとき、ローテンブルク市とのつなが
りを感じて、うれしかったです。

　【市壁】
　靏田　奏

そう

さん（小田中３年）

＼かわいい／＼すごい／

ブルク公園から見えるタウ
バー渓谷の眺望。タウバー川
に架かる二重橋や、古い教
会、点在する水車小屋など美
しい風景が一望できる

【タウバー渓谷】

有名な分かれ道。左はジー
バース塔、右はコーボルツェ
ラ門につながる。２つの建物
と美しく修復された家々を一
度に見られる観光スポット

【プレーンライン】

町の主教会「聖ヤコブ教会」
は、150年以上の建築期間を
経て完成した。写真は「十二
使途祭壇」。ドイツ国内でも
非常に芸術的価値の高い祭壇

【聖ヤコブ教会】

町の泉の中で最も美しいと
いわれる「ゲオルクスの泉」と、
泉を囲むように建つ２軒の木
組み小屋。旧精肉・舞踏館（左）
とヤークストハイマー・ハウス

【木組み小屋と泉】
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　中学生のときに参加した海外派遣で、初めて
外国の人と会話しました。ローテンブルク市の
人たちは優しくて、心と心とがつながる温かさ
を感じました。でも自分の言いたいことが伝わ
らない悔しい経験も――。中学校で学ぶ英語で
は全然足りないと痛感しました。それから英語
を頑張り、今は英語教師になっています。あの
経験がなかったら、違う道を歩んでいたかもし
れません。
　子どもたちには「海外に行くのは将来の選択
肢を広げるきっかけ」と伝えています。多感な
時期にさまざまな経験をすることで、必ず人生
のどこかで役に立つと信じています。内子町で
も国際交流ができる機会はあるので、英語が苦
手な人も積極的に関わってほしいです。

Ninoue Masafumi
二上　雅史さん

中学３年生のときに第４
回、昨年に引率者として
第 22回青少年海外派遣
事業に参加

将来の選択肢が増える「国際交流」
　海外派遣で「食」に興味を持ち、管理栄養士
を目指して広島県の大学へ進学しました。今は
小学校で栄養教諭の講師をしています。
　国際交流を通して変わったのは、視野が広が
り積極的に行動できるようになったことです。
26年４月にローテンブルク市の訪問団が広島県
に立ち寄ったとき、弟のホストファミリーにお礼
を言いに行きました。初対面の人ばかりで言葉
もあまり通じないのに、喜んで受け入れてくれ
て、一緒に広島観光をさせてもらいました。
　人と人とのつながりが増えるのも国際交流の
素晴らしさの一つ。家族が増えたみたいで、一
つ一つの出会いが大切な宝物になっています。
私の人生を充実させてくれた国際交流協会に、
感謝の気持ちでいっぱいです。

Yoshioka Wakana
吉岡　若菜さん

中学３年生のときに第15回
青少年海外派遣事業に参加

一人一人との出会いが宝物

中
学
生
の
と
き
に
お
世
話
に

な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
と
再
会

開
ひ 　ら

いた扉の先は――

思
い
出
の
写
真
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
か
ら
の
手
紙
を
大
切
に

し
ま
っ
て
い
る
吉
岡
さ
ん

国際交流は地域の活性化や人材育成につながることが期待されています。
ローテンブルク市との交流でも、内子町を見つめ直す人々が増え、
新たなまちづくりの推進力になっています――。
国際交流の意義や魅力について、国際交流協会の設立当時から関わりプラ
ンナーとして多くの派遣生を見てきた山岡晋さんと、中学生の頃に海外派
遣事業を経験した２人に話を聞きました。
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国際交流協会理事・
プランナー

（内子小学校校長）
Yamaoka Susumu
山岡　晋さん

　内子町国際交流協会は設立当初から、「まち
づくりのできる人づくり」を目指しています。
他市町では観光や経済を中心とした交流をする
協会もありますが、内子町では「人の交流・文
化の交流」を大切にしています。世界の人々と
の交流を鏡として自分を映し、地域を映すこと
で、自分の生き方や地域の在り方を考えること
につなげてほしいという願いからです。
　国際交流の素晴らしいところは、人生を豊か
にしてくれること――。そして、幼児からお年
寄りまで、誰でもいつからでも取り組めること
です。互いの国を行き来することだけが国際交
流ではありません。外国の人たちに、自分たち
の町の歴史や文化などを日本語で語ることも、
立派な国際交流なのです。
　当協会では青少年海外派遣事業にも力を入
れています。将来を担う子どもたちが豊かな国
際感覚を養うことは、町の未来のためになると
考えるからです。子どもたちが自分自身は何者
で、今どこにいて、どこに向かいたいのか――。

「自分の座標軸」を持つことで、より広く豊かな
感性で互いの人権を尊重し、人のためと郷土・
社会のために尽くすことができる人材になれる
と思います。
　第１回の海外派遣団の報告会で、生徒が涙を
流して感動したことを語る姿を見たとき、この
事業は子どもたちの将来と町の未来に大きな影
響を与えると確信を持ちました。今、元派遣団
の子どもたちも立派な大人になっています。協
会のプランナーになってくれた子、「恩返し」の
気持ちを形にしてくれる子、ふるさとの内子町
を大切に思ってくれている子――。国際交流活
動を続けてきた私たちにとって、その成長を見
ることが何よりも大きな喜びとなっています。

国際交流は子どもたちの将来、
まちの未来のためになる――

■
原
点
は
ま
ち
づ
く
り

　

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
の
交
流
の

始
ま
り
は
、
世
界
一
美
し
い
町
並
み
を

守
っ
て
い
る
同
市
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を

学
ぼ
う
と
、
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ー
バ
ル
ト
市

長
を
招
い
て
開
い
た「
内
子
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
'86
」
で
し
た
。
市
長
は「
た
び
た

び
日
本
に
行
っ
た
が
、
内
子
の
町
で
初

め
て
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
語
り
、
そ
れ
か
ら
人
と
文
化

の
交
流
が
少
し
ず
つ
広
が
り
ま
し
た
。

■
国
際
交
流
で
自
分
を
知
ろ
う

　

国
際
交
流
の
経
験
が
あ
る
人
の
多
く

は「
海
外
を
見
て
、
改
め
て
自
分
の
国

や
町
を
見
つ
め
直
し
た
」と
語
り
ま
す
。

異
文
化
に
触
れ
て
、
い
か
に
自
分
自
身

を
知
ら
な
い
か
に
気
付
い
た
そ
う
で

す
。
世
界
を
知
る
こ
と
で
、
判
断
の
比

較
対
象
が
増
え
た
り
、
自
分
や
町
の
良

さ
を
再
発
見
し
た
り
、
そ
の
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

■
新
し
い
世
界
へ
の
扉
は
す
ぐ
そ
こ
に

　

内
子
町
国
際
交
流
協
会
が
目
指
す
の

は
、
町
の
人
た
ち
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
国
際
交
流
―
―
。
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
の
他
に
も
、
国
際
理
解
講
座
や
外

国
語
講
座
、
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
海
外
に
行
か
な
く
て
も
内
子
町

で
で
き
る
国
際
交
流
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
も
少
し
だ
け
勇
気
を
出

し
て
、
こ
の
新
し
い
世
界
へ
の
扉
を
開

い
て
み
ま
せ
ん
か
―
―
。

　国際交流事業の企画や運営をするプランナーを随時、募
集しています。現在、年齢や職業を超えて20人ほどが楽し
く活動しています。興味のある人は、一度ご連絡ください。

【問い合わせ】内子町国際交流協会事務局
　　　　　　 ☎０８９３（４４）２１１４

Uchiko Town International Association

公益財団法人 内子町国際交流協会

プランナーを募集しています！
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内
子
町
内
の
各
小
学
校

の
児
童（
６
８
８
人
）
を
対

象
と
し
た「
狂
言
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」が
４
月
27
日
に

内
子
座
で
、
５
月
17
日
に
共

生
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
狂
言

師
の
茂
山
千せ

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
が
、

狂
言
に
は
笑
い
方
や
泣
き
方

な
ど
の「
様
式
」が
あ
る
こ
と

を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
代

表
の
児
童
た
ち
が
舞
台
に
上

が
り
、
立
ち
方
や
歩
き
方
、

声
の
出
し
方
な
ど
の
基
本
を

指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
茂
山
さ
ん
を
含
む
４

人
の
狂
言
師
が
、「
柿か

き
や
ま
ぶ
し

山
伏
」

と「
附ぶ

す子
」
の
２
つ
の
演
目

を
実
演
。
子
ど
も
た
ち
は
、

狂
言
師
た
ち
の
動
き
や
せ
り

ふ
に
大
き
な
笑
い
声
を
上
げ

る
な
ど
、
舞
台
に
釘
付
け
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
５
月
16
日
に
は「
内

子
こ
ど
も
狂
言
ク
ラ
ブ
」
の

初
稽
古
が
あ
り
、
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
10
回
の
稽
古

を
経
て
、
11
月
23
日
に
開
か

れ
る
茂
山
狂
言
で
、
成
果
を

披
露
す
る
予
定
で
す
。

内
子
町
に
広
が
る
伝
統
芸
能
の
世
界

「
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

1_狂言の「泣き方」を教えてもらう　2_「附
子」の一場面　3_大声で笑う子どもたち

1

2 2

　

全
国
の
市
町
村
が
28
年
中

に
発
行
し
た
広
報
紙
な
ど
の

う
ち
か
ら
、
優
秀
な
作
品
を

表
彰
す
る「
平
成
29
年
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」（
日
本

広
報
協
会
主
催
、
石
原
信の

ぶ
お雄

会
長
）の
審
査
結
果
が
発
表

さ
れ
、
広
報
う
ち
こ
28
年
12

月
号
が
広
報
紙
部
門（
町
村

部
）
で
、
３
位
に
あ
た
る
入

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

広
報
う
ち
こ
が
入
選
２
席
を
受
賞

選
２
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

27
年
の
広
報
部
門
で
特
選
、

28
年
の
一
枚
写
真
の
部
で
特

選
を
受
賞
し
、
今
回
で
３
年

連
続
の
入
賞
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
広

報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報紙町部で入選２席を受賞した『広報うちこ』12月号

3

　
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
で

酒
六
酒
造
㈱
の「
京
ひ
な
」

が
２
年
連
続
で
金
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

新
酒
鑑
評
会
は
清
酒
の
品

質
と
製
造
技
術
の
向
上
を
目

的
に
、
酒
類
総
合
研
究
所
な

ど
が
毎
年
主
催
。
明
治
44
年

か
ら
続
く
歴
史
あ
る
会
で
す
。

今
年
は
全
国
か
ら
８
６
０
点

が
出
品
さ
れ
、
２
４
２
点
が

金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
の
武
知
直な

お
ゆ
き之

さ
ん
は「
米
が
や
や
か
た
く
、

酒
造
り
が
難
し
い
年
だ
っ
た

の
で
、
受
賞
は
大
変
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
を
向

上
し
て
、
い
い
酒
造
り
で
地

域
に
貢
献
し
た
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

酒
六
酒
造
が
２
年
連
続
の
快
挙

「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」で
金
賞
受
賞

新
酒
鑑
評
会
の
２
年
連
続
金
賞
に
喜

ぶ
︑
酒
六
酒
造
㈱
の
皆
さ
ん
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泉
谷
の
棚
田
で
５
月
19

日
、
天
神
小
学
校（
井
伊

重し
げ
あ
き昭

校
長
）の
４
年
生
22
人

が
田
植
え
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
入
っ
た

児
童
た
ち
は
、
土
の
感
触
に

驚
き
な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う

な
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
本
代
表
の
山
本
隆た

か
ひ
ろ弘

さ
ん

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
田
植
え
を
楽
し

む
山
本
隆
弘
さ
ん
（
左
）

楽
し
い
、
お
い
し
い
、
棚
田
体
験

山
本
隆
弘
さ
ん
と
児
童
が
棚
田
で
交
流

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ

の
川
村
慎し

ん
じ二
監
督
も
参
加
。

一
緒
に
汗
を
流
し
た
後
に
、

棚
田
米
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ

る
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
は「
田
植
え

は
大
変
な
作
業
。
農
家
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
、
お
米
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
」と
子
ど

も
た
ち
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

㈲
内
藤
鋼
業
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
に
取
り
組
む
洸
陽

電
気（
神
戸
市
）
が
５
月
17

日
、
内
子
町
役
場
で「
内
子

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所（
仮
称
）」

の
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
を

記
者
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
電
機
は
木
質
ペ
レッ
ト
か

ら
生
成
し
た
可
燃
性
ガ
ス
で

駆
動
し
、
年
間
約
５
７
０
０

㌧
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
消
費
。

発
電
料
は
年
間
約
８
１
１
万
㌗

時
で
、一
般
家
庭
約
２
５
０
０

世
帯
の
電
力
消
費
量
に
相
当

し
ま
す
。

　

稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
は「
木
材

価
格
が
低
迷
す
る
中
、
山
に

新
た
な
価
値
を
見
い
だ
す
事

業
。
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

林
業
の
新
た
な
光
に
期
待
―
―

内
子
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ
ジェク
ト
が
始
動

来
年
6
月
の
発
電
開
始
に
向
け
︑
手
を

組
み
合
う
関
係
者
の
皆
さ
ん

　

28
年
度
は
全
国
か
ら

３
６
５
件
・
７
９
６
万
円

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
累
計
４
５
７
１
件
、

５
０
８
５
万
１
１
９
６
円
）

　
「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
は
、
国
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
基
づ
き
、
20
年

心
か
ら
の
寄
付
金
に
感
謝
し
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

度
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
内
子
町
の
美
し

い
景
観
や
環
境
の
整
備
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

・
上
杉　

誠
一
様（
兵
庫
県
）

・
嵜
岡　

秀
夫
様（
松
山
市
）

◦
尾
﨑
さ
お
り
様（
東
京
都
）

◦
石
住　

勝
憲
様（
大
阪
府
）

◦
河
内　

浩
平
様（
東
京
都
）

◦
西
口　
　

功
様（
松
山
市
）

◦
神
本　

雄
司
様（
奈
良
県
）

◦
滝
川　

吉
繁
様（
松
前
町
）

◦
渡　
　

正
昭
様（
東
京
都
）

◦
小
林　
　

裕
様（
岡
山
県
）

◦
藤
原　

修
司
様（
西
条
市
）

◦
上
野　

元
一
様（
松
山
市
）

◦
武
藤　

一
成
様（
東
京
都
）

◦
伊
賀　

敏
雄
様（
大
阪
府
）

◦
尾
﨑　

政
美
様（
東
京
都
）

◦
滝
川
由
美
子
様（
松
前
町
）

◦
牛
尾
み
さ
子
様（
松
山
市
）

◦
足
立　

吉
正
様（
愛
知
県
）

◦
堀
本　

隆
一
様（
大
洲
市
）

◦
水
本　

世
紀
様（
東
京
都
）

◦
小
野　

敦
志
様（
大
阪
府
）

◦
本
谷　

隆
志
様（
奈
良
県
）

◦
森
並　
　

勇
様（
兵
庫
県
）

◦
宮
崎　

正
由
様（
静
岡
県
）

◦
岡
本　

大
典
様（
東
京
都
）

◦
若
倉　

雅
登
様（
東
京
都
）

◦
引
間　

多
美
様（
東
京
都
）

◦
日
浅　

陽
一
様（
松
山
市
）

※
３
万
円
以
上
を
寄
付
し
て

　

い
た
だ
い
た
人
の
う
ち
、

　

公
表
に
同
意
を
得
ら
れ
た

　

人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
28
年
度
寄
付
者
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　日本の三大凧合戦の一つに数えられる「いかざき大凧
合戦」（同実行委員会主催、髙倉眞

しんいち

一実行委員長）が５
月５日、豊秋河原で盛大に行われました。
　「ガガリ」という刃物を仕込んだ凧糸を操り、相手の
凧を落とす「大凧合戦」には約 100 チーム・500 人が参加。
凧糸が切られる度に、会場から拍手と歓声が上がってい
ました。注目の百畳大凧揚げは、風にも恵まれて大成功。
約 20 秒間、高さ 30㍍ほど揚がり、会場を沸かせました。
　また、こどもの日に合わせた初節句神事も行われ、
174 組（うち、町内 58 組）の家族が参加しました。神
事や記念撮影を行った後、子どもたちの名前が書かれた
「出世凧」を揚げて健やかな成長を祈りました。その他、
伝統の凧踊りや出世太鼓の演奏、五十崎中学生による凧
揚げ・凧踊りの対抗戦などさまざまな催しが行われ、終
日、大勢の人出でにぎわいました。
　髙倉実行委員長は「熱のこもった凧合戦が繰り広げら
れた。百畳大凧や出世凧もよく揚がり、凧揚げを楽しん
でもらえたと思う」と喜びました。

若葉風が吹く豊秋河原で

400年の歴史を感じる大凧合戦

1_百畳大凧揚げ。五十崎中の男子生徒など約100人が
懸命に引っ張った　2_出世凧の前で記念撮影する家
族　3_楽しそうに合戦に参加する大人たち　4_いい
風が吹き、たくさんの凧が大空を舞った

　「山菜三昧2017～春のスキー場は宝の山～」（ソルファ・
オダスキーゲレンデ主催）が４月29・30の両日、白銀から
新緑の世界に姿を変えたゲレンデで開かれました。
　町内外から68人が参加し、ハイキングをしながら山菜
採りを楽しみました。昼食会では、揚げたての天ぷらや炊
き込みご飯、煮しめの盛り合わせなど、豊富な山菜料理
が並び、参加者を喜ばせていました。

春のスキー場にも楽しみがいっぱい

採って、味わって、山菜三昧――

　新緑に包まれた河川敷を会場にした「小田川コットン
トン」（平岡自治会主催、田中光

あきら

自治会長）は４月 30 日、
五十崎の杜

もり

で開かれました。雑貨屋やカフェなどの販売
ブースが 34 店舗並んだほか、オカリナのライブ演奏な
どが行われました。協賛のE

イース ペ ー ス

-space 松井てるみ代表は「木
漏れ日が心地いい会場で、地元の人や出店者と触れ合える」
とイベントの魅力を語っていました。

川のほとりでゆっくり、のんびり
「小田川コットントン」

ゲレンデでイタドリやゼンマイを見つけた子どもたち

爽やかな会場に多くの人が集まった

1
23

4
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　肱川漁協五城支部（中野武
たけし

支部長）による鮎の放流が
５月10日、中山川で行われました。立川地区の幼稚園と
小学校の子どもたち41人も参加。「元気に育ってね」と声
を掛けながら約8,000匹の鮎を次々に放流しました。
　６年生の柴田祐

ゆ う き

輝くんは「毎年楽しみにしている。これ
からも鮎が戻るきれいな中山川を残したい」と元気に泳
ぐ鮎を見つめていました。

中山川の「水清く、若鮎走る」
立川の子どもたちが鮎の放流

　「第 18 回内子町子どもフェスティバル」（同実行委員
会主催）が５月 20 日開かれ、約 1,800 人の親子連れが
内子運動公園に集いました。大野哲

さとる

実行委員長は「子
どもたちの元気が内子町の元気。今日は一日楽しんで」
とあいさつ。お化け屋敷やはしご車体験、野村高校の移
動動物園など、大人たちが考えた催しに、子どもたちの
歓声と笑い声が響いていました。

子どもたちの元気な笑顔のために――
大人たちが贈るすてきなプレゼント

　「よんでんアンサンブルコンサート」（内子町教育委員会
主催）は５月 21 日、文化交流センタースバルで開かれま
した。「音楽で世界旅行」をテーマに、５人の奏者が、『ア
ヴェ・マリア』や『子犬のワルツ』などを含む世界各国の
17 曲を演奏。会場を訪れた約 250 人の観客を魅了しま
した。アンコールの曲が演奏されると、観客も手拍子で
参加し、会場が一体となって盛り上がりました。

世界各国の名曲を内子町で楽しむ

「よんでんアンサンブルコンサート」

「こきりこ節」を歌う石丸民謡会の皆さん

スバルに響くアンサンブルの音色

みんなで協力して鮎を放流

子どもたちに大人気のお化け屋敷

日頃の練習の成果を内子座の舞台で披露

内子町文化協会内子支部「合同芸能発表会」

　「合同芸能発表会」（内子町文化協会内子支部主催、生
口象

しょうてい

亭支部長）が５月21日、内子座で開かれ、21団体
131人が出演しました。太鼓やオカリナの演奏、剣詩舞な
ど38の演目が披露され、会場から大きな拍手が送られて
いました。生口支部長は「ちびっ子から大人まで、素晴ら
しい演技をしている。十分な熱気を感じた」と出演者た
ちを称えました。
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「
間
伐
を
し
て
い
る
山
は
明
る
さ
が

全
然
違
う
で
し
ょ
―
―
」。
気
持
ち
の

い
い
光
が
差
し
込
む
森
林
の
中
で
、
そ

う
話
し
始
め
た
の
は
内
子
町
森
林
組
合

の
沖
野
武た

け
し志
さ
ん
。「
こ
こ
は
以
前
、
森

林
組
合
が
手
入
れ
を
し
た
山
。
私
た
ち

の
仕
事
は
山
主
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
山

を
預
か
り
、
手
入
れ
を
し
て
山
主
さ
ん

に
返
す
こ
と
。
一
度
預
か
っ
た
山
は
、

５
年
後
10
年
後
と
長
期
的
に
管
理
す
る

こ
と
も
あ
る
」と
続
け
ま
す
。

　

山
に
生
え
て
い
る
多
く
の
木
は
収
穫

の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
戦
後
ま
も

な
く
は
木
材
の
需
要
が
あ
り
、
高
値
で

取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

人
た
ち
に
と
っ
て
、
木
を
植
え
る
こ
と

現 場 百 景

フォトリポート
Ｐｈｏｔｏ　Ｒｅｐｏｒｔ

内子の仕事を写真で紹介します

2_間伐作業。木を倒す方向を決めたら、チェーンソーで切り口を入れていく。樹齢約50
年の木が大きな音をたてながら、ゆっくりと倒れる姿は大迫力――　

1_内子町森林組合の若手職員の皆さん。（前列
左から）神谷勇

ゆうたろう

太朗さん、荒木祥
しょうご

吾さん（中列左
から）兵頭敬

けいいちろう

一郎さん、入海央
ひさし

さん、藤田徹
とおる

さん
（後列左から）亀井洋

ようのすけ

之輔さん、増田勇
ゆう き

樹さん、
中井雅

まさとし

寿さん、後藤大
だいすけ

輔さん

2

1

山
と
人
を
つ
な
ぎ

次
の
担
い
手
へ
―
―
　

②
内
子
町
森
林
組
合

内
子
の
未
来
を

　
森
か
ら
つ
く
る
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は
、
次
の
世
代
の
た
め
の
貯
金
だ
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
現
在
、
木
材
の
価
値

は
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
本
で

１
万
円
に
も
な
ら
ず
、
苦
労
し
て
木
を

切
り
出
し
て
も
、
赤
字
に
な
る
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。
山
主
さ
ん
の
山
へ
の

関
心
が
薄
れ
て
し
ま
い
、
管
理
が
行
き

届
い
て
い
な
い
山
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
手
入
れ
を
す
れ
ば
、
い
い
木
が
育
っ

て
山
の
価
値
も
上
が
る
。
山
主
さ
ん
の

収
入
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
沖
野
さ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
長
期
的
な
管
理
が

必
要
で
、
森
林
組
合
の
若
手
職
員
を
育

て
る
こ
と
も
大
切
で
す
。「
５
年
後
、
10

年
後
に
も
う
一
度
、
私
た
ち
に
手
入
れ

を
任
せ
よ
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

山
と
人
を
育
て
た
い
。
山
主
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
け
た
ら
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。　

　

森
林
事
業
を
総
括
し
て
い
る
大
鍋

直な
お
ゆ
き幸

さ
ん
は「
植
え
た
苗
を
30
～
40
年

か
け
て
育
て
る
。
次
世
代
に
託
す
部
分

も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
も
林
業
の
魅
力
。

高
性
能
の
機
械
を
導
入
し
た
り
、
技
術

が
向
上
し
た
り
し
て
安
全
面
や
効
率
面

で
も
昔
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
林

業
を
目
指
す
若
者
も
増
え
、
将
来
に
も

期
待
し
て
い
る
。
木
は
内
子
町
の
貴
重

な
財
産
。
山
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
戻

し
て
、
林
業
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。

4 3

10

12

13

11 3_木を運び出す道を作る作業　4_間伐後の森林。太陽の光が地面まで差し込む

自然とのつながりを肌で感じる現場１

89

5

67

5_山の地形の測量作業　6_機械を操作す
る眼差しは真剣　7_一本一本、手作業で植
えられた杉の苗。これから何十年かけて収
穫の時期を待つ　8_昼休み。自然の中で食
べる弁当は格別　9_植えた苗が大きく育
つよう、回りの草木を刈っていく作業

山の未来を育てる仕事　２

10_山仕事にかかせない道具を腰につ
ける　11_ハ―ベスタ。立木の伐倒か
ら枝払い、造材までできる高性能な林
業機械　12_ドローンは人の足で入れ
ない山の調査などで活躍　13_グラッ
プル。人の指先のような動きで、上手
に木材を積み上げることができる機械

大事なパートナー３
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みんなでつないでリレーエッセイ
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大
森
　
裕ゆ

う

こ子
さ
ん
（
33
） 

 

＝
西
沖
＝

　

私
に
は
、
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー

の
娘
が
い
ま
す
。
生
後
７
カ
月
の

時
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
当
初
は

小
麦
、
卵
、
乳に

ゅ
う

の
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
り
、
食
べ
さ
せ
る
物
に
苦
労

し
ま
し
た
。
私
自
身「
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
」と
い
う
も
の
に
無
知
で

あ
っ
た
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
ず
悩
み
ま
し
た
。
主

治
医
に
相
談
し
て
、
少
し
ず
つ
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
も
の
を
食
べ

さ
せ
、
体
に
慣
ら
し
て
い
く
負
荷

訓
練
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
卵
と
乳
の
負
荷
訓
練
は
順

調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小

麦
の
負
荷
訓
練
に
つ
い
て
は
一

進
一
退
で
思
う
よ
う
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ず
何
度
も
挫
折
し

そ
う
に
な
り
、
娘
に
は
食
べ
た
い

の
に
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
、
我

慢
を
さ
せ
る
日
々
を
送
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
世
の

中
に
は
娘
と
同
じ
よ
う
に
ア
レ

ル
ギ
ー
で
悩
ん
で
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。
小
麦
粉
が
使

え
な
い
な
ら
米
粉
を
使
え
ば
良

い
ん
だ
」と
前
向
き
に
考
え
る
こ

と
に
し
た
ら
、
気
持
ち
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。

　

米
粉
で
も
、
料
理
や
お
菓
子
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
で
は

米
粉
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
作
れ

る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
小
麦
負
荷
訓
練
は
、
最
初

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
か
ら
始
め
て
、
次

に
そ
う
め
ん
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

う
ど
ん
に
な
り
、
今
は
食
パ
ン
を

食
べ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す

が
小
麦
粉
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標

は
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

み
ん
な
と
同
じ
物
を
食
べ
ら
れ

る
喜
び
を
娘
に
も
与
え
た
い
。
そ

し
て
一
日
も
早
く
娘
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
で
す
。

▼
次
は
、
窪
田　

真
奈
美
さ
ん
＝
西

沖
＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

①キャベツとにんじんをせん切り
にし、きゅうりは輪切りにしてか
ら塩を振ってしばらく置く。水気
が出てきたら水気を切って、よく
絞る。②ゆで卵を作り、フォーク
などで適当な大きさにつぶす。③
Ⓐを合わせて、野菜とゆで卵と混
ぜ、塩と黒こしょうで味を整えた
ら完成。

●作り方

古野　俊
としこ

子さん
＝日之地＝

●作った人

娘
の
笑
顔
の
た
め
に

キャベツのごまサラダ

キャベツ 190㌘、卵
１個、きゅうり 40
㌘、にんじん 40㌘
Ⓐマヨネーズとす
りごま大さじ2/3杯
ずつ／醤油と酢と
砂糖小さじ 2/3杯
ずつ、塩適量、黒こ
しょう適量

●材料（４人分）

子どもとピースサインをする大森裕子さん（中央）
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６月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

久
保
　
大た

い

が雅
く
ん
　
内
子
19
第
１

食
べ
る
の
大
好
き
♡　

早
く
歩
い
て
お

散
歩
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
！

６ .19

木
下
　
栞か

お乙
ち
ゃ
ん
　
内
子
６

お
外
が
大
好
き
。
早
く
い
っ
ぱ
い
遊
び

た
い
な
。

６ .19 藤
田
　
華か

ほ帆
ち
ゃ
ん
　
東
沖

何
で
も
パ
ク
パ
ク
食
べ
ま
す
！　

キ
ラ

キ
ラ
笑
顔
が
癒
し
で
す
♡

６ .13 小
林
　
千ち

ひ

ろ紘
く
ん
　
内
子
21

お
う
た
に
ボ
ー
ル
、
楽
し
い
の
大
好
き

☆　

に
こ
に
こ
笑
顔
が
だ
ー
い
す
き
♡

６ .10

「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

みんなのおはなし会「タンタン」のご案内
内子町子育て支援センターからのお知らせ

　子育て支援センターでは、ボラ
ンティアや職員が手遊びや歌を交
えながら、子どもたちに絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
参加費は無料で、どなたでも自由
に参加できます。気軽にお越しく
ださい。

●日時　毎週火曜日
　　　　午前10時30分～ 11時
●場所　内子町子育て支援センター

【申込・問い合わせ】
内子町子育て支援センター
☎０８９３（４４）６３５５

読み聞かせの様子



内子町の人☆キラリ
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内子町は私のふるさと

　残念ながら、お別れの季節が
やってきました。これが私の最後
の記事になります。今回は内子町
での思い出を振り返ります。
　まずは運動会。一日中熱狂し、
心を揺さぶられる体験でした。私
はそんな日本の運動会が大好き
になりました。特に、騎馬戦はア
ニメで見たことがありましたが、
実在する競技だとは思いません
でした。
　他に思い出すことといえば、町
内駅伝を走ったことや獅子舞を練
習して祭りで披露したこと、小田
でのスキー、御祓へのウォーキン
グ、子どもたちとのサッカー（子
どもたちは、私よりもずっと上手
でした）などです。中には過酷な
イベントもありましたが、どれも

楽しい思い出ばかり。何気ないこ
とですが、迷子になったことや昨
年の冬の寒さを経験したことも、
内子町で暮らす日々を充実したも
のにしてくれました。
　最後に、内子町で出会った皆さ
んのことを書かないわけにはいき
ません。皆さんがいなければ、す
べては意味のないことでした。私
を受け入れてくれて、助けてくれ
て、話かけてくれて、笑いかけて
くれました。私が日本語で上手く
伝えられない時も辛抱強く聞いて
くれて、ありがとうございます。
皆さんの存在が、日本を、特に内
子町を私の素晴らしいふるさとに
してくれました。内子町を離れる
時、思い出すのは皆さんです。本
当にありがとうございました。

外国語指導助手

ジェイコブ・ストアーズ
Jacob  Storrs

宮岡　祥
さ ち お

生さん（33）川中１

33歳の園長先生「園は一つの家族」

　内子町社会福祉協議会の保育士、宮岡祥生さん。
今年４月、33 歳の若さで内子保育園の園長に就任
しました。内子町内では初めての 30 代の園長です。
「はじめは戸惑いもあったが、研修先で出会った同
世代の園長たちから刺激を受けた。高い志を持つ仲
間に勇気をもらえたことで、自分だけが特別だとい
う考えはなくなりました」と心境を語ります。
　前園長から引き継いだのは、保育士間の連携の大
切さ。「園は一つの家族。受け持つクラスに関係なく、
保育士は互いに情報を共有しながら、全ての子ども
たちと向き合います」と話す宮岡さん。園児一人一
人に対する真剣な思いが伝わってきます。
　「保育士の意見を集約して、子どもたちの成長を
思い描きながら、園の方針を決める。先輩保育士に
アドバイスをもらいながらも、方針がぶれないよう、
園長としての意思をしっかり持つことが重要です」
と力を込めます。「今は新しいことの連続。慌ただ
しい分、やりがいもある。これからも笑顔あふれる
保育園づくりに努めたい」と目を輝かせました。

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

園児に囲まれ、笑顔の宮岡さん
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① 楽しい、おいしい、棚田体験―。
　「○○○○○●○○」さんと児童が
　棚田で交流
② 第 59回水道週間スローガン。
　「○●○○○ /そんなみずこそ /たか
　らもの」
③ 林業の新たな光に期待。「内子バイオ
マス○●○○プロジェクト」が始動
④「内子町景観まちづくり○○○○●」
⑤ えひめ愛顔（えがお）の「ジュニア

○○●○○になろう」

「広報うちこ」６月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：６月30日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」８月号

せん定枝の処理について

お知らせします

答え「さくらもち」　正解数38
◦横内千恵子さん　（内子11）
•山内　桜雅さん　（田中）
•松本美智恵さん　（松尾）
•宮田　栄子さん　（石畳８）
•松下佳代子さん　（上町）
•松岡　富子さん　（上村）
•堀本美由子さん　（中通り）
•松田　敏江さん　（寺成）
•城戸　睦婚さん　（伊予市）
•外木　宏明さん　（神奈川県）

●４月号当選者の皆さん

□生ごみ収集地区に住んでい
ます。これからの季節、悪臭の
被害が心配です。対策があれ
ば教えてください。（20代女性）
■内子町では、消臭や水質改
善、汚泥削減などに効果があ
る「えひめＡ

あ

Ｉ
い

-１
いち

」の利用を
促進しています。町の施設や

自治センターの他、各集会所
で町民に限り無料配布してい
ます（農業に利用する場合は
有料です）。利用方法などはお
問い合わせください。

【問い合わせ】
環境政策室
☎０８９３（４４）６１５９

　

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど
で
出
る
、

枝
の
切
り
く
ず
（
太
さ
５
㌢
以

内
に
限
る
）
の
処
理
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

《
少
量
の
場
合
》

　

長
さ
60
㌢
以
内
に
切
り
、
内
子

町
指
定
の「
も
や
せ
る
ご
み
の
袋
」

に
入
れ
、
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
出
す

場
合
は
、
指
定
袋
２
袋
ま
で
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
大
量
に
処
理
す
る
場
合
》

　

一
度
に
大
量
に
出
た
せ
ん
定
枝

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
ま
で
）は
、

内
子
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
に

入
っ
て
い
る
場
合
は
、
無
料
で
引

き
取
り
ま
す
。

※�
指
定
袋
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

袋
に
入
れ
る
枝
と
同
じ
よ
う
に

切
り
、
ひ
も
で
縛
っ
て
内
子
町

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
１
０
０
㌔
ご

と
に
３
０
０
円
で
処
分
が
で
き

ま
す
。

※�

太
さ
が
５
㌢
以
上
の
せ
ん
定

枝
の
処
理
方
法
は
、
環
境
政
策

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

運
搬
・
切
り
分
け
に
つ
い
て
、

内
子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
作
業
は
有
料

で
す
。
金
額
な
ど
は
、
同
セ
ン

タ
ー
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

内
子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
８
２
０

生ごみの悪臭対策について



　

図
書
館
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行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

●「
第
63
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

　
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
課
題
図
書

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

ば
あ
ば
は
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
／
な
に
が
あ
っ

て
も
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
／
ア
ラ
ン
の
歯
は

で
っ
か
い
ぞ
こ
わ
ー
い
ぞ
／
す
ば
こ

《
小
学
校
中
学
年
の
部
》

く
ろ
ね
こ
の
ど
ん
／
空
に
む
か
っ
て
と

も
だ
ち
宣
言
／
耳
の
聞
こ
え
な
い
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ

イ
／
干
し
た
か
ら

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

チ
キ
ン
！
／
ぼ
く
た
ち
の
リ
ア
ル
／
霧

の
な
か
の
白
い
犬
／
転
ん
で
も
、
大
丈
夫

《
中
学
校
の
部
》

ホ
イ
ッ
パ
ー
ウ
ィ
ル
川
の
伝
説
／
円
周
率

の
謎
を
追
う
／
月
は
ぼ
く
ら
の
宇
宙
港

《
高
等
学
校
の
部
》

フ
ラ
ダ
ン
／
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ
／

犬
が
来
る
病
院

●
古
い
雑
誌
を
譲
り
ま
す

　

７
月
１
日（
土
）～
９
日（
日
）

※
一
人
５
冊
ま
で

●
６
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
②
》

▽
国
際
交
流
で
す
て
き
な
架
け
橋
を
！

　

～
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
っ
て
ど
ん
な

　

と
こ
ろ
～

  

文
学
講
座

▽
６
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

▽
内
容
　
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」

　
を
読
む

▽
講
師
　
村
山
洋よ
う
こ子

さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　
６
月
３
日
　
ゆ
り
か
ご（
エ
コ
の
日
）

　
　
　
10
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
17
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
24
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

勉強したくなった人のための大
人の「独学」法　     和田秀樹／著

「独学」で人生を変えるチャンスに
出会える。 医師をしながら映画監督
になるという夢をかなえた著者が、
自身の「独学」法を伝授する

そして誰もいなくなった
               アガサ・クリスティー／著

なぞの人物に招待された年齢も職業
も違う10人の男女が、孤島の邸宅
に集まったとき、殺人ゲームの幕が
開いた。最後に生き残るのは……

非営利団体の資金調達ハンド
ブック                 　  徳永洋子／著

非営利団体が活動資金を調達するた
めのノウハウをまとめた一冊。寄付
や助成金、イベント開催など、具体
的に資金の調達方法を解説する

ゆうかい・まいごどうするの？
せべまさゆき／絵・国崎信江／監修

誘拐されそうになったとき、迷子に
なったとき、自分の身を守るために
どのように行動すればいいのか。絵
本で分かりやすく解説

我らがパラダイス
　　　　　　　　　  林真理子／著

高級介護付きマンションで働く３人の
中年女性。家庭で介護問題を抱える
彼女たちは、裕福な入居者たちとの
格差に愕

がくぜん

然とし、ある計画を企てる

すがたをかえるたべものしゃしんえほん 
14油ができるまで    宮崎祥子／構成・文

身近な食べ物はどうやってできるの
か。材料からの変化を写真で追いか
ける絵本。14は、菜の花から収穫し
た「なたね」が油になるまでを紹介



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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●申込方法
　申請書に必要事項を記入し、該当先へ提出
　▷町内の中学生：所属する学校長へ提出
　▷高校生、町外在学の中学生：内子町国際　
　　交流協会へ提出
※申込書は、内子町国際交流協会の窓口に設置
　します。また同協会のホームページからもダ
　ウンロードできます。
●選考方法
　作文・面接
　※詳しくは、申込者に通知します。
●申込期限
　６月30日（金）
●主催
　（公財）内子町国際交流協会、内子町教育委員会
●後援　内子町

●事業の目的
　国際理解を深め、豊かな国際感覚を養い、内
　子町の将来を担う人材を育成する。姉妹都市
　であるドイツ・ローテンブルク市民との交流
　を通じて、友好関係を深める。
●実施期間
　11月25日(土) ～ 12月４日（月）　10日間
●派遣先
　ドイツ・ローテンブルク市　他
●参加資格
　町内在住の中学生または高校生
●派遣人員　12人
●補助額
　1人当たり15万円以内（総経費の半額程度）
※�町内の金融機関でローンを利用する場合は利
子分を当協会で負担します。ご相談ください。

第23回 青少年海外派遣事業参加団員を募集中

ヴュルツブルク市での日帰り遠足にて

内子町と姉妹都市のドイツ・ロー
テンブルク市の皆さんと交流し

て、世界につながる扉を開いてみ
ませんか。

�　今回はアメリカ出身のＡＬＴ、ジェイコブ
さんが講師です。ネイティブアメリカンについ
て学び、彼らのお守りの一つであるドリーム
キャッチャーを一緒に作ります。ネイティブア
メリカンの魅力に触れてみませんか。
●日時　６月16日（金）午後７時～９時

●場所　内子自治センター
●対象　高校生以上
●参加費　500円
●定員　15人程度
●申込期限　６月12日（月）

学んで知ろう「ネイティブアメリカン」国際理解講座・第４弾

＼一
緒に
作ろ
う／

ドリームキャッチャーを持つジェイコブさん▶

Viel Spaß !
楽しもう

   フィ
ール                シュパース

VOL.194



町からのお知らせ
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コラム＊ねんきん瓦版

　公的年金制度は、働いている現役世代のみん
なで暮らしを支え合うという社会保険の考え方
で作られた仕組みです。20歳以上60歳未満の
人は加入が義務付けられ、きちんと保険料を納
めることで、多くのメリットがあります。
●３つの安心で「万が一のとき」をサポート　
　国民年金には老後の暮らしを支える「老齢基
礎年金」の他、加入中の病気やけがで、障がいの
残った人を支える「障害基礎年金」、加入者が亡
くなったとき、生計を維持されていた遺族に支
給される「遺族基礎年金」があります。自分にも
しものことがあったとき、公的年金に加入してい
れば、自分や家族の生活を守ることができます。
●保険料を上回る給付
　老齢基礎年金は、個人が納めた保険料を積み
立て、そのまま給付するというものではありま
せん。国の税金や積立金が充てられているため、

支払った保険料を上回る給付を受け取ることがで
きます。さらに給付額を増やしたいという人には、
付加年金制度もあります。
※付加年金制度は国民年金第１号被保険者または
　65歳未満の任意加入被保険者が利用できます。
●物価が変動しても、安定して老後を支える
　物価がどんどんと上がっていくのに対して、年
金額が10年前のままでは生活が苦しくなってし
まいます。公的年金制度は、物価や賃金の変動に
応じて年金の給付額を見直すことで、私的な貯蓄
などでは難しい老後の安定的な所得保障を担って
います。

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
　０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
　０８９３（４４）６１５２

意外と知らない、公的年金制度のメリット

　

重
度
の
心
身
障
が
い
者
は
対
象
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
６

　

月
末
ま
で
に
更
新
が
必
要
で
す
。

●
受
給
の
手
続
き　

対
象
者
全
員
の
保

　

険
証
、
印
鑑
、
資
格
証
明
が
で
き
る

　

証
明
書
・
書
類
な
ど
を
持
っ
て
申
請

《
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
》

●
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

▽
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
２
級

▽
療
育
手
帳
判
定
Ａ

▽
療
育
手
帳
判
定
Ｂ（
中
度
）
で
身
体

　

障
が
い
者
手
帳
３
～
６
級

●
助
成
期
間　

申
請
日
か
ら
助
成
。
た

　

だ
し
２
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
。

●
受
給
の
手
続
き　

保
険
証
、
印
鑑
、

　

障
が
い
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
持
っ

　

て
申
請

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
》

●
対
象　

内
子
町
に
住
所
が
あ
り
、
健

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
児
童

●
助
成
期
間　

出
生
の
日
か
ら
中
学
校

　

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
通
院
費
お
よ

　

び
入
院
費

●
受
給
の
手
続
き　

　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
４

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
本
人

負
担
分（
保
険
診
療
以
外
の
一
部
負

担
金
は
除
く
）を
町
が
助
成
し
ま
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
》

●
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　

る
家
庭

▽
配
偶
者
の
い
な
い
父
ま
た
は
母
が

　

子
を
養
育
し
て
い
る

▽
配
偶
者
の
い
な
い
祖
父
ま
た
は
祖

　

母
が
孫
を
養
育
し
て
い
る

▽
配
偶
者
の
い
な
い
兄
ま
た
は
姉
が

　

弟
妹
を
養
育
し
い
て
い
る

●
資
格
要
件　

次
の
①
～
③
全
て
に

　

該
当
す
る
家
庭

①
原
則
と
し
て
父
ま
た
は
母
を
被
保

　

険
者
と
す
る
同
一
の
健
康
保
険
に

　

加
入
し
て
い
る
こ
と

②
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る

　

こ
と

③
家
庭
主（
父
ま
た
は
母
な
ど
）
が

　

児
童
を
監
護
し
、
生
計
を
維
持
し

　

て
い
る
こ
と

●
助
成
期
間

・
母
ま
た
は
父
…
申
請
日
か
ら
子
ど

　

も
が
20
歳
に
到
達
し
た
日
ま
で（
婚

　

姻
し
た
場
合
は
婚
姻
日
ま
で
）

・
児
童
…
20
歳
未
満（
社
会
保
険
の

　

被
保
険
者
の
場
合
は
対
象
外
）

※
20
歳
以
上
で
も
、
就
学
中
の
人
や

内
子
町
で
は
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
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で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
状
態
で
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
る
場
合
は
、
漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
止
水
栓
を
閉

め
、
内
子
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、

漏
水
時
の
下
水
道

使
用
料
に
は
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

上
下
水
道
対
策
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
８

　

６
月
１
～
７
日
は
水
道
週
間
で

す
。
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組

み
や
水
道
料
金
、
水
の
大
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
水

道
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
漏
水
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
》

　

家
中
の
水
道
蛇
口
を
閉
め
た
状
態

第
59
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
た
り
ま
え
／
そ
ん
な
み
ず
こ
そ
／
た
か
ら
も
の
」

29年度ポスター

パイロット

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
４

　

保
護
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
教

科
書
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
30
年
度
に
内
子
町
内

の
小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間

　

６
月
16
日（
金
）～
７
月
２
日（
日
）

●
展
示
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

●
場
所

　

内
子
町
図
書
情
報
館

教
科
書
展
示
会
の
ご
案
内

展示される教科書の一部

　全てのスポーツ選手は、競技中はもちろん練習
環境や応援などでも、出身地や地位に関係なく、
平等に扱われなければなりません。しかし、サッ
カーでは一部のサポーターが「ＪＡＰＡＮＥＳＥ 
ＯＮＬＹ」と書いた人種差別的な横断幕を掲げた
り、大相撲では勝利した外国出身力士に「祖国へ
帰れ」と野次を浴びせたりと、ヘイトスピーチな
どによる人権侵害が起こっています。
　指導という名の体罰や暴力があったり、先輩と
後輩、指導者と競技者という力関係から、いじめ
やセクハラ・パワハラなどの人権侵害が発生したり
することもあります。このような言動はいかなる
理由があろうとも許されるものではありません。
　最近では「プレイヤーズファースト」という言葉が実
践されるようになりました。文字どおり競技者の
ことを第一にという考え方です。スポーツは自分
の意思で自由にするもので、個人の能力や適性、

スポーツと人権

人権コラム＊幸せへの道

興味に合わせて主体的に行うべきものです。誰
からも強要されるものではありません。幼いころ
から「プレイヤーズファースト」の環境が整った中でス
ポーツに親しむことで、選手自身も相手を尊重す
ることを学び、マナーやフェアプレー精神を育む
ことにつながります。
　29年10月には「愛顔つなぐ愛媛国体」が開催さ
れ、内子町でもライフル射撃競技やゴルフ競技が
行われます。大会やスポーツを通して、人権に対
する理解を深め、差別や偏見の無い豊かな人間関
係を築くいい機会です。全国から訪れる選手や観
客を、おもてなしの心とプレイヤーズファーストの精
神で迎えて、気持ちよく競技してもらいましょう。

【問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課　生涯学習係

（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１４
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《納める方法》
●特別徴収　年金額が年額18万円以上の人は、偶
　数月に支払われる年金から天引きされます。
●普通徴収　年金額が年額18万円未満の人や次の
　①～③などに該当する人は、口座振替や町から送
　付される納付書で金融機関などに納めます。
▷①年度途中で65歳になった②他市町村から転入

29年度の介護保険料（65歳以上）をお知らせします
 した③所得区分が変更になった――ときなど
※介護保険法の定めで、特別徴収が優先されま
　す。「特別徴収から普通徴収に変更したい」な
　ど、個人で選択することはできません。

【問い合わせ】
保健福祉課　介護保険係
☎０８９３（４４）６１５４

区分 対　　象 保険料

１
　生活保護を受給している人

32,300円本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が
住民税非課税

・老齢福祉年金を受給している人
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

２ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120万円以下の人 53,900円
３ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　      120万円を超える人 53,900円
４ 世帯に住民税

課税者がいる
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円以下の人 64,700円

５ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円を超える人 71,900円
６

本人が住民税課税

前年の合計所得金額が120万円未満の人 86,200円
７ 　　　　〃　　　　　 120万円以上190万円未満の人 93,400円
８ 　　　　〃　　　　　 190万円以上290万円未満の人 107,800円
９ 　　　　〃　　　　　 290万円以上の人 122,200円

■ 28年度の介護保険料表（年額）

　

29
年
度
の
税
制
改
正
で
、
軽
自
動

車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
２
年
間

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
軽
減
対
象
と
な

る
車
両
の
燃
費
基
準
な
ど
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

●
取
得
期
間　

29
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

～
31
年
３
月
31
日

※
取
得
期
間
中
に
最
初
の
新
規
検
査

　

を
受
け
た
車
に
限
り
ま
す
。

●
軽
減
対
象
と
な
る
年
度　

30
・
31

　

年
度（
取
得
の
翌
年
度
分
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課　

軽
自
動
車
税
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
３

《乗用》
対象車 軽減率

電気自動車・天然ガス自動車 75㌫軽減
32年度燃費基準＋ 30㌫達成車 50㌫軽減
32年度燃費基準＋ 10㌫達成車 25㌫軽減

《貨物用》
対象車 軽減率

電気自動車・天然ガス自動車 75㌫軽減
27年度燃費基準＋ 35㌫達成車 50㌫軽減
27年度燃費基準＋ 15㌫達成車 25㌫軽減

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
延
長

●
申
込
期
限　

６
月
26
日（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

℻
０
８
９
３
（
４
４
）
４
３
０
０

　

 soum
u-g@

tow
n.uchiko.ehim

e.jp

●
日
時　

６
月
30
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
～
９
時

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容

▽
内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
賞
表
彰

▽
基
調
講
演　
『
景
観
を
保
全
・
創

　

造
す
る
た
め
に
～
京
都
市
か
ら
の

　

報
告
～
』
／
講
師
・
山
本
一か

ず
ひ
ろ博
さ

　

ん（
京
都
市
都
市
計
画
局
都
市
景

　

観
部
部
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

　

は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

京都市の景観保全を学ぶ
※電気自動車・天然ガス自動車を除き、いずれも排出ガ
　ス基準を満たすものに限ります。
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　国民健康保険税は被保険者の皆さんが病院に
かかったとき、医療費に充てられる大切な財源
です。29年度から国民健康保険税の軽減対象所
得を次のとおり見直したので、お知らせします。

《内容》
　世帯の被保険者の合計所得（国民健康保険に
未加入の世帯主の所得を含む）が一定基準以下
の場合、所得に応じて均等割と平等割が７割、
５割、２割の割合で軽減されます。５割と２割

の軽減を見直し、対象となる範囲を拡大します。
（下表参照）

※被保険者数には、同じ世帯で国民健康保険から
　後期高齢者医療へ移行した人 （特定同一世帯所
　属者）も含みます。

【問い合わせ】
税務課　保険税係
☎０８９３（４４）６１５３

軽減割合 28年度 29年度

７割軽減 所得≦ 33万円 変更なし

５割軽減 所得≦ 33万円＋ 26.5万円×被保険者数 所得≦ 33万円＋ 27万円×被保険者数

２割軽減 所得≦ 33万円＋ 48万円×被保険者数 所得≦ 33万円＋ 49万円×被保険者数

国民健康保険税の軽減対象所得が見直されます

（表）軽減の対象となる所得

　

家
財
道
具
の
搬
出
な
ど
に
必
要
な

　

経
費
の
３
分
の
２

●
補
助
金
額
の
上
限

▽
住
宅
の
改
修　

２
０
０
万
円

▽
家
財
道
具
の
搬
出　

20
万
円

※
子
育
て
世
帯
や
愛
媛
県
内
か
ら
の

　

移
住
者
は
、
補
助
金
額
が
変
わ
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

総
務
課 

政
策
調
整
班 

総
合
調
整
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　

内
子
町
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
住
宅
の
利
用
促
進
を
目
的

に
、
空
き
家
改
修
や
家
財
道
具
搬
出

な
ど
の
経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
①
～
④
の
全
て
に

　

該
当
す
る
こ
と

①
内
子
町
に
移
住
し
た
の
が
28
年
４

　

月
1
日
以
降

②
対
象
の
住
宅
に
５
年
以
上
居
住
す
る

③
世
帯
に
50
歳
未
満
の
人
が
い
る

④
市
町
村
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

●
補
助
対
象
事
業　

住
宅
の
改
修
や

内
子
町
に
移
住
す
る
な
ら

移
住
者
住
宅
改
修
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

６
月
30
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　

内
子
町
で
は「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）
」
の
返
礼

品
を
充
実
す
る
た
め
、
協
力
し
て
も

ら
え
る
個
人
や
企
業
を
探
し
て
い
ま

す
。
採
用
の
た
め
に
必
要
な
条
件
や

注
意
事
項
な
ど
の
説
明
会
を
開
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
６
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
参
加
方
法　

内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
要
件
を
確
認
の
上
、
電
話
で

ふ
る
さ
と
納
税
「
返
礼
品
協
力
事
業
者
説
明
会
」

返礼品は、ふるさと納税サイト
「ふるぽ」などで紹介します
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くらしの情報

　

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
休
日

に
農
業
を
し
て
み
た
い
人
な
ど
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
エ
コ
ロ
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
七
反
市
民
農
園
》

◦
募
集
区
画　

８
区
画

◦
年
間
利
用
料　

６
０
０
０
円

◦
面
積　

１
区
画
50
㎡

《
五
十
崎
市
民
農
園
》

◦
募
集
区
画　

５
区
画

◦
年
間
利
用
料　

３
０
０
０
円

◦
面
積　

１
区
画
50
㎡

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
は
申
し
込
み
順
に
決
定
し

　

ま
す
。
１
人
２
区
画
ま
で
利
用
可

　

能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

県
文
化
協
会
事
務
局（
県
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）　

☎
０
８
９
（
９
３
２
）
８
３
１
０

℻
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
６
９

　

bunkasports@
pref.ehim

e.lg.jp

　

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
児
童
・
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
に
入
っ
て
、
愛
媛
か
ら
世
界

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
期
限　

７
月
10
日（
月
）

●
対
象　

次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
県
内
の
小
４
～
中
２
年
生

②
土
曜
日
・
午
後
６
～
８
時
に
行
う

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
が
で
き
る
人

③
毎
回
、
保
護
者
が
送
迎
で
き
る
人

●
募
集
人
数　

▽
小
学
４
年
生　

20
～
30
人

▽
小
学
５
～
中
学
２
年
生　

若
干
名

●
選
考
方
法　

新
体
力
テ
ス
ト
の
結

　

 

果
な
ど
で
書
類
選
考
を
し
た
後
、
実

技
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

学
校
で
配
付
さ
れ
る

　

申
込
用
紙
を
学
級
担
任
の
先
生
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
教
育
委
員
会　

保
健
体
育
課

☎
０
８
９
（
９
６
０
）
８
８
５
０

ＦＡＸ
０
８
９
（
９
６
０
）
８
８
６
０

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
験
手
数
料　

５
２
０
０
円

※
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

　

る
人
は
３
９
０
０
円
で
す
。

●
主
催　

愛
媛
県

●
そ
の
他

　

無
免
許
ま
た
は
無
許
可
で
鳥
獣
の

　

捕
獲
を
行
っ
た
場
合
、
１
年
以
下

　

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

林
業
振
興
係

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　

県
民
総
合
文
化
祭
に
新
風
を
吹
き

こ
む
文
化
事
業
企
画
を
募
集
中
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

６
月
30
日（
金
）

●
採
択
予
定
件
数　

２
件

※
実
施
経
費
の
一
部（
50
万
円
以
内
）

　

を
助
成
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
企
画
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/　
　

　

h13000/29kikakukoubo.htm
l

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

軽
減
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
の
取
得

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

《（
初
心
者
）
予
備
講
習
会
》

　

内
子
町
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
協

議
会
と
内
子
町
が
、
受
講
料
の
全
額

を
助
成
し
ま
す
。

●
講
習
日
／
会
場

⑴
７
月
９
日（
日
）
／
愛
媛
県
歴
史

　

文
化
博
物
館（
西
予
市
）

⑵
7
月
17
日（
月
）
／
新
居
浜
市
市

　

民
文
化
セ
ン
タ
ー

⑶
7
月
23
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

●
時
間　

午
前
９
時
～

●
受
講
料　

８
０
０
０
円

●
申
込
期
限　

６
月
23
日（
金
）

※
会
場
ご
と
に
、
定
員
に
な
り
次
第

　

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

●
主
催　

愛
媛
県
猟
友
会

《
狩
猟
免
許
試
験
》

　

受
験
手
数
料
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
試
験
日

▽
第
１
回　

８
月
１
日（
火
）

▽
第
２
回　

９
月
３
日（
日
）

※
試
験
の
内
容
な
ど
は
、
お
問
い
合

集

募狩
猟
免
許
取
得
の
際
は

助
成
費
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

斬
新
な
企
画
に
助
成
金
「
県
民

総
合
文
化
祭
」
文
化
事
業
企
画

え
ひ
め
愛え

が

お顔
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
に
な
ろ
う

市
民
農
園
を
利
用
し
て

農
業
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

▶
エ
コ
ロ
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
七
反
市
民
農
園
の
様
子
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《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

７
月
３
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
と
講
話
）》

●
日
時　

７
月
４
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
内
容　
「
ド
イ
ツ
料
理
」／「
ド
イ
ツ

　

の
食
文
化
に
つ
い
て
」

●
定
員　

15
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

　
　
▷
講
師
の
ド
レ
ー
ン
・
ア
ル
ン
ト
さ
ん

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

くらしの情報

切
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　
「
第
22
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
県
民
大
会
」の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山
市
）

●
基
調
講
演　

青
野
慶よ

し
ひ
さ久
さ
ん（
サ

　

イ
ボ
ウ
ズ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

●
講
演
テ
ー
マ　
「
経
営
戦
略
と
し

　

て
の
働
き
方
改
革
～
個
性
を
引
き

　

出
す
人
事
の
考
え
方
～
」

●
て
い
談　
「
ひ
め
ボ
ス
が
未
来
を
つ  

　

く
る
～
変
え
る
、
変
わ
る
。
ワ
ー

　

ク
ス
タ
イ
ル
」

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
３
２

ＦＡＸ
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
４
４

　

 danjokyodo@
pref.ehim

e.lg.jp

十
分
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
役
場
や
八
幡
浜
地
方

局
・
土
木
事
務
所
な
ど
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

　

除
草
剤
や
農
薬
な
ど
は
、
適
正
に

使
用
し
な
い
と
人
や
家
畜
、
ペ
ッ
ト

な
ど
の
ほ
か
、
生
活
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
の
際
に
は
、
使
用
法
や
使
用

期
間
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
使
用
者
本
人
や
農
作
物
、
周
辺
環

境
に
対
す
る
安
全
を
十
分
に
配
慮
し

て
、
使
用
後
は
専
用
の
保
管
庫
に
入

れ
て
厳
重
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

に
、
散
布
す
る
際
に
は
周
辺
住
民
に

対
し
て
周
知
し
、
人
や
家
畜
、
ペ
ッ

ト
な
ど
が
近
く
に
い
な
い
か
を
十
分

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
農
薬
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、
適

　　　　

６
月
は
梅
雨
前
線
な
ど
の
影
響

で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
や
す

い
季
節
で
す
。

　

愛
媛
県
や
各
市
町
で
は
６
月
を

「
土
砂
災
害
月
間
」と
し
、
河
川
・
道

路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事
現
場
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
危
険
箇
所

の
発
見
や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
災
害
に
備
え
て
懐
中
電

灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
常
備
し
て
く
だ

さ
い
。
大
雨
の
と
き
に
は
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意

し
、
危
険
が
迫
っ
た
ら
す
ぐ
に
避
難

す
る
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
警
戒
を

知

ら

せ

お

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

６
月
は
土
砂
災
害
月
間

男
女
共
同
参
画
社
会
で

未
来
の
働
き
方
を
考
え
る

し

催

農
薬
な
ど
の
使
用
・
保
管
は

正
し
く
安
全
に
―
―

土砂災害でつぶれた家屋（財）消防科学総合センター提供
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●
申
込
方
法　

電
話
相
談（
随
時
）

　

来
所
相
談（
電
話
予
約
）

※
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所　

精
神
保
健
係

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　　

愛
媛
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
使

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
、
無
料
相
談
を
し
て
い

ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
や
突
然
の
解
雇
で

困
っ
て
い
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
事
務
局
職
員
相
談
》

●
日
時　

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

※
電
話
ま
た
は
面
談
。
受
け
付
け
は

　

随
時
し
て
ま
す
。

《
労
働
委
員
専
門
相
談
》

●
日
時　

第
４
金
曜
日
、
午
後
２
時

　

30
分
～
５
時

※
12
月
は
第
２
金
曜
日
で
す
。

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
３
人
程
度
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
９
６

　　

ひ
き
こ
も
り
本
人（
18
歳
以
上
）

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
電
話
や
来

所
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時　

月
～
金
曜
日（
祝
日
は

　

除
く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
15
分

●
費
用　

無
料

●
日
時
　

▽
来
所
面
接　

第
３
水
曜
日
、
午
前

　

９
時
～
午
後
４
時

※
祝
日
の
場
合
は
、
第
２
水
曜
日

▽
家
庭
訪
問　

随
時

●
費
用　

無
料

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所　

精
神
保
健
係

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　　

大
切
な
人
を
亡
く
し
て
、
一
人
で

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
遺
族
の
皆
さ

ん
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
少
し
で
も

支
え
に
な
り
た
い
と「
自
死
遺
族
の

方
の
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

八
幡
浜
保
健
所
の

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」

大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

職
場
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
解
決

労
働
委
員
会
の
無
料
相
談
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特定健診・がん検診を受けよう

《病気の芽に気づく》
　「不適切な食生活」「運動不足」などの不健康な
生活習慣は、知らないうちに体に悪影響を与えま
す。そのような生活習慣が原因になる病気を『生
活習慣病』といい、日本人の死亡原因の 60㌫を
占めています。これらの病気は初期の自覚症状は
ほとんどありませんが、健診を受けることでどん
な病気になりかけているかが分かります。
《病気を重症化させない》
　特定健診の主な目的は、メタボリック症候群に
なっていないかを調べることです。メタボになる
と動脈硬化が急速に進み、生活に支障がでる後遺
症や、死につながる深刻な病気を発症しやすくな
ります。それを事前に食い止めるために特定健診
があります。
《生活習慣を改善》
　特定健診は結果を生かすことに意味がありま

す。健診結果で悪化している項目が分かったら、
それに合わせて生活習慣を改善しましょう。
《病気を早期発見・早期治療》
　日本人の２人に１人はがんにかかるといわれて
います。健康だから今のままで大丈夫と思わずに、
がん検診を受けて早期発見、早期治療につなげま
しょう。
《特定健診・がん検診で自身と家族を守る》
　特定健診やがん検診を受けずに病気が発見され
ると、重症化している場合が多く、高額な治療費
や入院費などがかかります。自身と家族を守るた
めにも、定期的に特定健診・がん検診を受けましょ
う。

月の健康カレンダー7

日 受付時間 場所 対象

６（木）午前９時15分
～９時30分

内子保健
センター

29年１月・ ２月
生まれ

離乳食教室

日 受付時間 場所 対象

13（木）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

28年 10月、11月
生まれ

乳児健康診査

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

●母子保健

日 受付時間 場所 対象

31（月）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

27年４月、５月
生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（虫歯予防教室）

●成人保健

特定健診・各種がん検診
日 場所 時間

４（火） 内子東自治センター
10（月）

～ 12（水）内子自治センター

      午前８時30分
      ～ 11時

14（金） うちこ福祉館
18（火） 森の里研修センター
19（水） 参川地区体育館
20（木） 立石自治会館
21（金） 小田保健センター
25（火） 五十崎凧博物館
26（水）

～ 28（金）五十崎自治センター

※４月に各種検診の申込みをされた方には、６月初めに
　問診票を送付します。申込みができておらず検診を希
　望される方は、保健センターへご相談ください。　

育児相談

日 時間 場所 対象

３（月）午前９時30分
～ 10時30分

午前９時30分
～ 11時

小田保健センター

乳幼児５（水） 五十崎保健センター

７（金） 内子保健センター

「健康だから、今のままで大丈夫」
そんなあなたこそ要注意です――



人のうごき

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／３月６日～４月５日届出分）
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日時：13（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医7

日 医院名 電話番号
２（日）みかんこどもクリニック（八幡浜市） 0894（20）8800
９（日）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757
16（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
17（月）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117
23（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770
30（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：内子町林業センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

宮瀨　敏男（70）内子５

黒田　龍兎（２）富長
吉野シゲコ（92）村前
西岡フヂコ（84）川登
奥　マチ子（95）江子
西岡　正幸（80）立川中央
松田　正義（79）上町
東照　洋一（57）新川町

●おくやみ

♣宮岡　　楽
がく

　　　　　内子８

♥矢野　想
そ あ

歩　　　　　中町

♣平田亜
あ ら か

良佳　　　　　西沖

♣長岡　陽
は る と

斗　　　　　西沖

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

裕司
香恵
慎太郎
実那
秀樹
加奈
佑樹
舞

本田スミカ（99）八代
古田サカエ（102）八代
久保與里子（91）古田
前田眞佐理（85）西沖
崎野　富子（91）福岡
酒井　ナミ（94）東組
大鍋　克繁（81）水地

●まごころ銀行　　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。
内子町社会福祉協議会

　金森　健太
　水木真理子
　村上　隆広
　松田　恵里
　中岡　一将
　牧山　輝美
　住田浩一郎
　狩野亜希恵
　ピーター・ローゼンバーグ
　有田　和葉

●たかさご

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター     ☎0893（23）1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に　
　具合が悪くなった、中学生以上の人が診察できます。

池田　和正様（内子４）
久保　千秋様（内子19第2）
篠﨑　和記様（護国）
吉野　博　様（村前）
山崎　熊夫様（中野）
西岡　政志様（川登）

奥　チヱ子様（江子）
　地　榮子様（立川中央）
兵頭　豊子様（古田）
古田　條舒様（西沖）
増田　忠雄様（柿原）
源　　誕行様（上宿間）

崎野　吉行様（福岡）
松本　義明様（立石）

【一般寄付】
むつみ会

●まちの人口
　29年４月１日現在（　）内は前月比

・人口　17,016人　（+14）
　　男性　8,147人（＋ 17）
　　女性　8,869人（△３）

・世帯数　　 7,190戸（＋13）
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今
年
の
春
、
大
洲
農
業
高
校
を
卒
業
し
た
荒

木
祥
吾
さ
ん
。
内
子
町
森
林
組
合
に
入
り
、
林

業
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
親
の
勧
め
と
言
う
荒
木
さ
ん
。

「
御
祓
地
区
で
育
っ
た
の
で
、
山
や
自
然
が
大
好

き
だ
っ
た
。
人
と
話
す
の
が
苦
手
な
の
で
、
接
客

業
は
向
い
て
な
い
」
と
は
に
か
み
な
が
ら
も
、

「
林
業
は
山
と
向
き
合
う
仕
事
。
測
量
で
山
に

入
る
と
、
木
が
密
集
し
て
成
長
を
邪
魔
し
合
っ

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。
大
変
だ
け
ど
、
健

康
な
山
に
戻
れ
ば
、
山
も
山
主
さ
ん
も
喜
ん
で

く
れ
る
は
ず
」と
や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

　

指
導
監
督
を
し
て
い
る
沖
野
武た

け
し志
さ
ん
が

「
木
を
倒
し
た
と
き
の
迫
力
や
、
大
き
な
機
械

で
作
業
を
す
る
感
動
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
る
仕
事
。
若
い
の
で
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
と
、
荒
木
さ
ん
が「
山

で
木
を
切
る
先
輩
た
ち
の
姿
に
憧
れ
て
い
る
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
資
格
が
取
れ
る
研
修
が
待
ち

遠
し
い
」と
笑
顔
で
応
え
ま
す
。

　

最
後
に
荒
木
さ
ん
は「
入
っ
て
す
ぐ
、
杉
の

苗
を
植
え
る
作
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
植
え

る
の
は
簡
単
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
下
刈

り
や
間
伐
を
し
て
苗
を
育
て
る
と
思
う
と
、
自

分
の
姿
と
も
重
な
る
。
何
十
年
も
か
か
る
と
思

う
け
れ
ど
、
立
派
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
林
業
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　  
荒
木
　
祥し

ょ
う
ご吾

さ
ん（
18
）＝
大
洲
市
＝

高
校
卒
業
後
、
林
業
の
道
へ
―
―

木
と
共
に
成
長
し
て
、
林
業
の
プ
ロ
を
目
指
す◎仕事が終わった後に、爽やかな笑顔で取材に応えてくれた

　荒木さん。測量作業と間伐が並行して行われている現場で
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▽
今
月
号
で
は
国
際
交
流
協

会
や
森
林
組
合
の
皆
さ
ん
を

取
材
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
や
町
の
た

め
に
力
を
注
ぐ
大
人
た
ち
は

格
好
い
い
で
す
ね
。
紙
面
か

ら
そ
の
思
い
が
少
し
で
も
伝

わ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す（
裕
）

▽
人
☆
キ
ラ
リ
で
取
材
し
た

宮
岡
祥
生
さ
ん
。
保
育
園
を

「
家
族
」
と
表
現
す
る
と
お

り
、
園
児
に
囲
ま
れ
た
写
真

は
大
家
族
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
将
来
子
ど
も
が
で
き

た
ら
、
こ
の
「
家
族
」
に
仲

間
入
り
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
結
婚
が
先
で

す
が
…
…
（
航
）


